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大会名：平成１７年度全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会北海道予選

名寄地区予選会 兼 名寄地区バスケットボール協会理事長杯

平成１７年９月４日 １２時３０分 会場：名寄市スポーツセンター

高校男子 決勝 戦評

７ ― １７

１７ ― １４
名寄光凌 ８２ ５６ 下川商業

２４ ― １１

３４ ― １４

決勝戦は、準決勝で士別高校に大勝した名寄光凌と、おといねっぷ美術工芸高校に粘ら

れながらも、第４ピリオドに突き放して勝ち上がってきた下川商業との対戦となった。ス

タートメンバーは名寄光凌⑤山科⑥北平⑨内村⑫富樫⑰稲船、下川商業④加藤⑦張間⑧佐

藤⑨田畑⑪菊田である。

《第１ピリオド》

名寄光凌はスリークォーターからのマンツーマンディフェンス、下川商業は２－１－２

のゾーンディフェンスでスタートした。立ち上がり、両チームともターンオーバー、シュ

ートミスを連続させ、７分過ぎまで４－２と思うように加点することが出来ない。下川商

業は⑦張間⑪菊田を中心に確実にディフェンスリバウンドを取りオフェンスにつなげてい

った。名寄光凌も外角からのシュートで応戦するも１７－７下川商業リードで第１ピリオ

ドを終了する。

《第２ピリオド》

名寄光凌は⑤山科のジャンプシュートなどで巻き開始をはかるものの、下川商業は高さ

でインサイドを支配しリードを保ち続ける。しかし、徐々にガード陣のターンオーバーが

、 。 、目立ち始めてきた下川商業に対し 名寄光凌は確実に差を詰める 下川商業も意地を見せ

⑦張間のバスケットカウントなどで流れを引き戻す。名寄光凌が差を詰めたものの３１－

２４と下川商業リードのまま第２ピリオドを終了する。

《第３ピリオド》

名寄光凌は④山田のゴール下のシュートを皮切りに、連続６得点をあげ一気に流れをつ

かむ。３１－３０となったところで下川商業たまらすタイムアウト。しかし、勢いに乗る

名寄光凌は⑥北平のボールカットからのレイアップシュートで３４―３３と逆転に成功す

る。更に名寄光凌は⑯神野④山田と立て続けにゴールを奪う。下川商業も⑦張間⑨菊田の

シュートで食下がり、両チームとも一歩も譲らずらない展開となった。

《第４ピリオド》

名寄光凌はディフェンスをオールコートに変え、一気に勝負にでる。疲れの見える下川

商業はターンオーバーを繰り返す。タイムアウトを取り、建て直しをはかるが、名寄光凌

⑤山科の外からのシュートが決まり１８点差をつけ大勢をきめる。下川商業も粘りを見せ

るが８２－５６で名寄光凌が優勝し全道大会への出場権を手にした。
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